
診療ガイドライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム

研究
デザ
イン/
研究
数

バイアスリスク* 非一貫性* 不精確* 非直接性*
その他(出
版バイアス
など)*

上昇
要因
(観察
研
究)*

対照群
分母

対照群
分子

(％)
介入群
分母

介入群
分子

(％)

効果
指標
(種
類)

効果
指標
統合
値

信頼区間
エビデ
ンスの
強さ**

重要
性***

コメント

疼痛緩和
RCT
７

-1 0 0 0 0 0 1945 1113 57.2% 1967 1118 56.8% RR 0.99 0.94, 1.04 中(B) 9
疼痛緩和効果に関し，8Gy/1frは
従来の分割照射と差がない．

運動機能維持（脊髄圧
迫）

RCT
5

-1 0 -1 0 0 0 1429 28 2.0% 1425 40 2.8% RR 1.43 0.89, 2.30 中(B) 7
運動機能維持に関し，8Gy/1frは
従来の分割照射と差がない．

QOL（骨折発生率）
RCT
5

-1 -2 -1 -1 0 0 1991 56 2.8% 2002 65 3.2% RR 1.15 0.81, 1.64 中(B) 7
QOLの代替指標として採用した
骨折発生率に関し，8Gy/1frは従
来の分割照射と差がない．

局所制御（再照射率）
RCT
7

-1 0 0 0 0 0 1991 160 8.0% 2002 400 20.0% RR 2.48 2.09, 2.94 中(B) 7
8Gy/1frは従来の分割照射と比
べて再照射率が高い．

有害事象
RCT
3

-1 -1 0 0 0 0 575 115 20.0% 604 84 13.9% RR 0.7 0.54, 0.90 弱(C) 4
8Gy/1frは従来の分割照射と比
べてG2以上の急性期有害事象
が少ない．

割付が医療提供者，
患者にわかるため，厳
密にいえば選択バイア
スのコンシールメント，
実行バイアスの少々
難あり．

割付が医療提供者，
患者にわかるため，厳
密にいえば選択バイア
スのコンシールメント，
実行バイアスの少々
難あり．

イベント数がや
や少ない．

割付が医療提供者，
患者にわかるため，厳
密にいえば選択バイア
スのコンシールメント，
実行バイアスの少々
難あり．

RCTにより結果
が異なり，非一
貫性無視でき
ず．

イベント数がや
や少ない．

アウトカムは
QOLであるが，
定量的評価困
難のため，代替
指標として骨折
発生率で検討
した．

割付が医療提供者，
患者にわかるため，厳
密にいえば選択バイア
スのコンシールメント，
実行バイアスの少々
難あり．

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

【4-7　評価シート　エビデンス総体】

有痛性乳癌骨転移に対して8Gy/1回照射を行うことは勧められるか

有痛性骨転移を有する症例 エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

8Gy/1回の外照射

分割外照射



割付が医療提供者，
患者にわかるため，厳
密にいえば選択バイア
スのコンシールメント，
実行バイアスの少々
難あり．

有意差ありとな
しのRCTあり．



疼痛緩和割合（奏効率）

運動機能維持率（全病
変）

QOL（骨折発生）

[単回照射] [分割照射]

[単回照射] [分割照射]

[単回照射] [分割照射]

[単回照射] [分割照射]

[単回照射] [分割照射]

[単回照射] [分割照射]



局所制御率（再照射率）

G2以上の急性期有害事
象

[単回照射] [分割照射]

[単回照射] [分割照射]

[単回照射] [分割照射]

[単回照射] [分割照射]


